
宮下  和久

　

令
和
８
年
度
の
寿
公
民
館
運
営
委

員
長
と
寿
連
合
町
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
、
白
川
町
会
長
の
宮
下
和
久

と
申
し
ま
す
。
公
民
館
報
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
白
川
町
会
長
と
し
て
地
区
総

会
で
承
認
を
い
た
だ
き
、
町
会
役
員
の

仲
間
と
今
後
の
進
め
方
を
確
認
し
て

お
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
一
年
目
の
私

が
町
会
連
合
会
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
事
は
誠
に
不
可
思
議
な
世
界
で

ご
ざ
い
ま
す
。
お
受
け
し
た
か
ら
に
は

一
生
懸
命
取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
自
身
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

事
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
生
懸

命
さ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
コロ
ナ
禍
が
過
ぎ
、
各
町
会

の
運
営
が
そ
れ
ぞ
れ
のペ
ー
ス
で
復
調

し
て
い
る
中
、
更
な
る
飛
躍
が
遂
げ
ら

れ
る
か
正
念
場
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

寿
公
民
館
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
く
、
久
保
田
館
長
さ
ん
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に

よ
り
充
実
し
た
活
動
が
営
ま
れ
て
お

り
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
「
仲

間
づ
く
り
」
と
「
助
け
合
い
」
の
二

本
柱
に
、
幾
多
の
取
り
組
み
が
織
り

な
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
い
ま
す
。
隣

組
の
大
切
さ
を
今
一
度
確
認
す
る
原

点
回
帰
に
よ
り
、
基
盤
の
再
構
築
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
会
の
事
情
に
よ
り
、
足
並
み
が

揃
わ
な
い
現
実
が
あ
る
事
も
承
知
を

し
て
い
ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は
何

処
に
向
か
う
か
で
あ
り
、
十
二
地
区
の

町
会
長
さ
ん
と
問
題
意
識
の
共
有
を

図
り
、
仲
良
く
議
論
を
深
め
て
い
く

事
が
寿
地
区
の
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
技
量
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
が
、

一
生
懸
命
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
様
々
な
行
事
や
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
の
行
事
の
主

役
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。
寿
公
民

館
を
は
じ
め
と
し
た
各
団
体
も
協
力
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
こ
と

ぶ
き
公
民
館
だ
よ
り
」
等
に
て
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

●
6
月
17
日
㈬

　

第
15
回
寿
地
区
福
祉
の
文
化
祭

●
6
月
28
日
㈰

　

第
79
回
寿
地
区
球
技
大
会

●
10
月
6
日
㈫

　

ふ
れ
あ
い
会
食
会

●
10
月
18
日
㈰

　

寿
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
10
月
25
日
㈰

　

防
災
訓
練
・
避
難
所
開
設
訓
練

　
（
寿
体
育
館
）

●
11
月
1
日
㈰

　

第
49
回
寿
地
区
文
化
祭

●
1
月
4
日
㈪

　

新
年
祝
賀
会

●
3
月
3
日
㈬

　

地
域
づ
く
り
を
語
る
会　　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
【
寿
公
民
館
】

令
和
8
年
度
寿
地
区

主
要
事
業
日
程

令
和
8
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介

令
和
8
年
度
寿
公
民
館
関
係
役
員
・
職
員
紹
介

寿
公
民
館
運
営
委
員

委
員
長　
　

宮
下　

和
久

   （
町
会
連
合
会
会
長
・
白
川
町
会
長
）

副
委
員
長　
宮
下　

貢

　

 （
町
内
公
民
館
長
会
会
長
・
竹
原
町
公
民
館
長
）      

   会    

　   

計　
青
木　

功

   （
町
会
連
合
会
会
計
・
百
瀬
町
会
長
）

委    

　
員

　

古
屋　

源
秀（
赤
木
町
会
長
）

　

清
水　

哲
弥（
小
池
町
会
長
）　

　

須
山　

寿
雄
（
白
姫
町
会
長
）

　

百
瀬　

康
雄
（
上
瀬
黒
町
会
長
）

　

宮
沢　
　

茂
（
下
瀬
黒
町
会
長
）　

　

田
中　

孝
人
（
竹
渕
町
会
長
）

　

朝
比
奈
忠
男
（
豊
町
町
会
長
）

　

宮
澤　

康
弘　
（
寿
田
町
町
会
長
）

　

縣　
　

房
弘
（
竹
原
町
町
会
長
）

　

深
澤
加
奈
子
（
寿
田
川
町
会
長
）　

　

伊
藤　

秀
美
（
赤
木
公
民
館
長
）　

　

河
合　

智
徳
（
小
池
公
民
館
長
）

　

中
村　

秀
夫
（
百
瀬
公
民
館
長
）　

　

百
瀬　

浩
行　
（
白
川
公
民
館
長
）

　

木
倉　

一
則
（
白
姫
公
民
館
長
）

　

百
瀬　

房
継 

（
上
瀬
黒
公
民
館
長
）

　

塩
原　

秀
治
（
下
瀬
黒
公
民
館
長
）　

　

楢
原　

千
春　
（
竹
渕
公
民
館
長
）

　

西
澤　

宏
季
（
豊
町
公
民
館
長
）

　

田
中　

恒
行
（
寿
田
町
公
民
館
長
）　

　

本
城　

浩
文
（
寿
田
川
公
民
館
長
）　

　

市
川　

光
廣
（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

　

 

松
村　

明
実
（
主
任
児
童
委
員
）　

　

竹
渕　

那
美（
主
任
児
童
委
員
）

　

関　
　

尚
子
（
館
報
編
集
委
員
長
）

　

室
賀　
　

正　（
視
聴
覚
委
員
長
）　

　

梅
本　

秀
子
（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　

上
條　
　

徹
（
寿
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
）

　

宮
内　

龍
矢
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

野
村　

未
香
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

瀬
在　

幸
平
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

太
田　

勇
作
（
並
柳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
）

　

上
嶋　

優
二
（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　

北
林　

育
明
（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　

藤
森　

祐
樹
（
消
防
一
六
分
団
長
）

　

吉
澤　

秀
樹（
村
井
・
寿
交
番
所
長
）

　

岡
田　
　

健

　
　
（
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
）

 　　館
報
編
集
委
員

　

野
村　

真
幸
（
赤
木
町
会
）　

　

青
木　

敏
和
（
小
池
町
会
）

　

戸
田　

伸
哉
（
百
瀬
町
会
）

　

細
川　

智
子
（
白
川
町
会
）

　

太
田　

知
孝
（
白
姫
町
会
）

　

鹿
取　
　

誠
（
上
瀬
黒
町
会
）

　

北
澤　
　

勝
（
下
瀬
黒
町
会
）

　

滝
沢　
　

新　
（
竹
渕
町
会
）

　

中
川　

敏
明
（
豊
町
町
会
）

　

関　
　
尚
子　
（
寿
田
町
町
会
）

　

柳
沢　

長
子
（
竹
原
町
町
会
）

　

宮
田　
　

実
（
寿
田
川
町
会
）　

　
寿
公
民
館

　

公
民
館
長　
　
　

久
保
田
文
章　

　

公
民
館
主
事　
　

小
林　

大
地

　

生
活
支
援
員　
　

古
條　
　

愛

　

公
民
館
併
任　
　

樋
口　

真
奈

寿
公
民
館
運
営
委
員
長
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世帯数

人　口

6.198戸

13.384人

（令和8. 5. 1現在）



　

令
和
７
年
度
に
小
池
町
会

の
二
人
の
方
が
、
松
本
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
松
本
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
や
各
地
区
の
加
盟

団
体
で
活
躍
さ
れ
た
方
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
一
人
は
花
村
ま
ゆ
み
さ
ん
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
中
心
に
寿
ス

ポ
ー
ツ
協
会
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
、「
松
本
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
加
盟
団
体
に
10
年

以
上
所
属
し
て
い
る
30
歳
以
上

の
者
で
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
」
と
し
て
精
励
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
は
林
啓
（
は
じ

め
）
さ
ん
で
、
林
さ
ん
は
寿
ス

わ
が
ま
ち 

〈
小
池
町
会
〉

ポ
ー
ツ
協
会
に
平
成
13
年
に

入
会
さ
れ
、
25
年
間
寿
ス
ポ
ー

ツ
協
会
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

「
精
励
表
彰
を
受
賞
後
10
年

以
上
で
、
現
在
も
加
盟
団
体

で
活
躍
し
て
い
る
者
の
う
ち
、

40
歳
以
上
の
者
で
特
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
」
と
し
て
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
小
池
町
会
の

み
な
ら
ず
、
寿
地
区
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
や
発
展
に
永
年

寄
与
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
回

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
心
か
ら
感
謝
と
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
引
続
き
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
館
報
編
集
委
員　

青
木　

敏
和
】

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

新
職
員
あ
い
さ
つ

新
職
員
あ
い
さ
つ

①
ど
こ
か
ら
異
動

   

し
て
き
た
か

②
今
後
の
意
気
込
み

①
ど
こ
か
ら
異
動

   

し
て
き
た
か

②
今
後
の
意
気
込
み

③
座
右
の
銘

④
趣
味

③
座
右
の
銘

④
趣
味

①　
上
水
道
課
（
上
下
水
道
局
）

②
地
域
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、

　
　
一
つ
一
つ
仕
事
に
取
り
組
ん
で

　
　
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

　
　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③　
不
言
実
行

④
登
山
（
主
に
夏
山
）
と

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
観
戦

①　
納
税
課

②
業
務
や
地
域
の
こ
と
な
ど
初
め

　
　
て
づ
く
し
で
す
が
、皆
様　
の
お
役

　
　
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

③　
難
局
は
創
意
工
夫
の

　
　
チ
ャ
ン
ス
な
り

④

か
な
り
イ
ン
ド
ア
志
向
で
す
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
、
軽
め
の
バ
ス
ケ
、　

　
　
最
近
は
じ
め
た
ピ
ア
ノ

①　
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー

②

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

　
　
　
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

　
　

思
い
ま
す
。

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③　

為
せ
ば
成
る
、

　
　

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

④
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、

　
　

サ
ウ
ナ

寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

寿
公
民
館

寿
地
区
担
当
保
健
師

平林　達也

小林　大地

垂見　渉平
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